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目録を読みあげる中野会長

トをモッ性、
結
成
二
十
周
年

記
念
式
典
聞
く

伊
予
長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

伊
予
長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
中

野
茂
明
会
長
)
は
、
六
月
十
五
日
長
浜

高
校
体
育
館
で
お
よ
そ
二
百
四
十
人
が

出
席
し
て
結
成
二
十
周
年
記
念
式
典
を

行
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
奉
仕
活
動
に
功
績
の
あ

っ
た
少
年
野
球
監
督
の
田
淵
修
三
さ
ん
、

長
浜
体
協
マ
ラ
ソ
ン
コ

l
チ
の
山
田
治

美
さ
ん
、
公
衆
衛
生
協
力
者
の
境
良
恵

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
、
ま
た
、
交
通
安
全

広
報
車
と
し
て
長
浜
町
交
通
安
全
推
進

協
議
会
へ
シ
ャ
レ

I
ド
一
台
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
は
「
自
由
」

「
知
性
」
「
わ
が
国
の
安
全
」
の
頭
文

字
を
表
わ
し
た
も
の
で
、
奉
仕
活
動
を

す
る
メ
ン
バ
ー
の
集
ま
り
で
す
。
伊
予

長
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
一
一
十
四
人
)

は
、
白
滝
の
老
人
ホ
l
ム
白
山
閑
を
慰

問
し
た
り
、
住
吉
公
園
へ
の
桜
の
植
樹
、

肱
川
や
カ

l
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
な
ど
社

会
奉
仕
活
動
を
積
椅
的
に
行
い
、
町
民

生
活
に
潤
い
と
明
る
さ
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

、
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私
た
ち
の
暮
し
の
中
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
が
ひ
そ
ん

で
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
思
わ
ぬ
事
故
」
と
い
わ

れ
る
も
の
で
も
原
因
を
調
べ
て
み
る
と

未
然
に
防
げ
た
か
も
し
れ
な
い
も
の
が

意
外
と
多
い
も
の
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら

身
辺
に
あ
る
危
険
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
こ

れ
を
取
り
除
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
不
幸
に
し
て
事
故
が
起
こ
っ

た
場
合
、
応
急
手
当
を
知
ら
な
か
っ
た

で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。
万
一
に
備
え

て
適
切
な
応
急
処
置
が
と
れ
る
よ
う
に

救
急
法
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
家
庭
の
中
で
起
こ

り
ゃ
す
い
「
や
け
ど
」
の
応
急
手
当
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、
「
い
ざ
」
と
い
う

と
き
に
役
款
で
て
く
だ
さ
い
。

応急手当を身につけよう

や

~t 

ど

や
け
ど
は
、
熱
に
よ
る
皮
膚
の
お
か

さ
れ
方
で
、
そ
の
重
軽
京
の
度
合
い
を

見
ま
す
が
、
一
般
の
人
に
は
や
け
ど
当

初
の
見
分
け
方
は
な
か
な
か
困
難
で
す
。

次
の
こ
と
を
一
応
の
目
安
に
し
て
判
断

し
て
く
だ
さ
い
。

深
さ
に
よ
る
分
類
、

第
一
度
:
皮
膚
の
表
面
が
赤
く
な
り

ヒ
リ
ヒ
リ
痛
む
。

第
二
度
:
皮
膚
は
腫
れ
ほ
フ
た
く
な

り
、
赤
く
水
ぶ
く
れ
が
で
き
る
。
や
け

る
よ
う
な
感
じ
と
強
い
痛
み
が
あ
る
。

第
三
度
:
・
皮
膚
は
乾
い
て
白
く
な
っ

た
り
、
黒
く
炭
化
し
た
り
す
る
。
痛
み

は
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
い
。

広
さ
に
よ
る
分
類

①
や
け
ど
の
症
状
:
第
一
度
の
や
け
ど

で
は
、
や
や
広
い
範
囲
で
も
全
身
状
態

に
は
影
響
が
な
く
、
第
二
、
第
三
度
で

も
全
身
の
三

O
%
以
上
に
お
よ
べ
ば
重

症
で
あ
り
、
五

O
%
以
上
に
な
る
と
死

亡
率
が
著
し
く
増
す
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
子
供
の
場
合
は
、
一

O
%
以
上
で

重
症
で
す
。

②
や
け
ど
の
広
さ
の
算
定
方
法
・
受
傷

患
者
の
受
傷
表
面
積
を
算
定
す
る
こ
と

は
、
予
後
の
判
定
お
よ
び
治
療
上
必
要

な
こ
と
で
す
。
算
出
方
法
は
い
く
つ
か

考
案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
「
9

の
法
則
」
「
ブ
ロ
ッ
カ
ー
の
法
則
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

「ブロッカーのj去則」

こども

算定例

(煩+右足)~ 
20% 10% 

おとな'9の法則」

「広さ」による重症度判別表

症状 'i奈さ」と「広さ」の組合せ 搬送病院等

重
0第2度が30%以上のもの。

専門医療機関
0第3度が10%以上のもの。

症
0気道熱湯があるものc

適応病院

症等中
0第2度が15%から30%までのもの。

一般病院 l
0第3度が10%以内で手や顔におよぱ在いもの。

軽 0第2度が30%以内のもの。

0第3度が2%以内のもの。 外来治療
症

0第l度が20%以内で手や顔におよばないもの。

と「深さ」

最
初
の
手
当
が

カ
ギ
を
に
ぎ
る

や
け
ど
処
置
の
ル

l
ル

や
け
ど
の
処
置
の
主
な
目
的
は
、
鎮

痛
、
感
染
の
予
防
、
受
傷
部
か
ら
の
体

液
そ
う
失
防
止
と
傷
口
の
保
護
で
す
。

や
け
ど
を
負
っ
た
ら
急
い
で
次
の
処
置

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
き
れ
い
な
水
で
冷
却
す
る

痛
み
を
や
わ
ら
げ
、
や
け
ど
の
進
行

を
抑
え
ま
す
。
で
き
れ
ば
水
道
の
水
を

使
っ
て
冷
や
し
て
く
だ
さ
い
。
水
正
を

強
く
す
る
と
水
泡
が
つ
ぶ
れ
る
の
で
、
正

意
し
て
く
だ
さ
い
。

水
が
少
な
い
と
き
は
、
タ
オ
ル
な
ど

を
水
に
寸
促
し
て
痛
み
が
や
わ
ら
ぐ
ま
で

患
部
を
冷
や
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
傷
部
の
衣
類
を
脱
が
せ
る

傷
口
か
ら
の
感
染
予
防
の
た
め
に
衣

類
を
脱
が
せ
て
く
だ
さ
い
。
衣
類
の
上

か
ら
や
け
よ
を
し
た
と
き
は
、
水
で
冷

や
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
冷
や
し
た
後

静
か
に
脱
が
せ
て
く
だ
さ
い
。
や
け
ど

の
部
分
を
こ
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
水

泡
を
つ
ぶ
さ
な
い
た
め
に
ハ
サ
ミ
で
切

り
開
い
て
く
だ
さ
い
。
衣
類
が
皮
膚
に

つ
い
て
と
れ
な
い
と
き
は
、
傷
口
が
は

げ
ま
す
の
で
無
理
に
は
が
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
受
傷
部
位
に
油
等
は
ぬ
ら
な
い

傷
口
に
油
を
ぬ
る
と
傷
口
を
汚
す
こ

と
に
な
り
、
感
染
の
危
険
が
増
し
て
有

害
で
す
。

④
受
傷
部
を
清
潔
な
布
で
包
む

傷
口
か
ら
の
体
液
そ
う
失
を
防
止
し
、

傷
口
の
保
護
を
す
る
た
め
、
受
傷
部
を

シ
l
ツ
、
ガ

1
ゼ
な
ど
の
清
潔
な
布
で

包
ん
で
く
だ
さ
い
。

汚
れ
た
布
は
、
感
染
危
険
が
あ
り
、

脱
脂
綿
の
よ
う
な
細
か
い
繊
維
の
も
の

は
、
傷
口
に
つ
く
と
除
き
に
く
く
治
療

の
妨
げ
に
な
る
の
で
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
強
く
包
む
と
水
泡
が
つ
ぶ
れ

痛
み
を
ま
ね
く
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

以
上
が
や
け
ど
の
救
急
処
置
で
す
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
も
の
で

す
。
ご
く
軽
い
や
け
ど
以
外
は
、
医
師

の
診
療
を
受
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
の
長
浜
支
署
で
は
、
一
年
を
通
じ
救

急
法
の
講
m門
会
を
各
施
設
に
出
向
い
て

実

施

し

て

い

ま

す

。

ー

、

詳
し
い
こ
と
は
、
消
防
長
浜
支
署
一
宮

臼

0

1

5

4
、
宿
線

2
2
9
4
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

国
民
年
金
の

手
続
き
を
お
早
め
に

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
、
国
民
年

金
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
は
お
済
み

に
な
り
ま
し
た
か
。

改
正
さ
れ
た
国
民
年
金
で
は
、
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

の
被
扶
養
配
偶
者
で
、
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
方
は
全
員
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
人
も
、
国
民
年
金
第

三
一
号
被
保
険
者
該
当
届
の
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

ご
主
人
の
勤
め
先
で
被
扶
養
配
偶
者

で
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
の
確
認
を
受
け

市
町
村
役
場
へ
屑
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
第
三
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
と

保
険
料
は
納
め
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に

な
り
ま
す
c

ま
た
、
第
三
円
一
万
被
保
険
者
に
な
っ
た

後
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
市
町
村
役
場
で
所
定
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ

た
と
き
。

①
ご
主
人
が
退
職
や
転
職
を
し
て
加
入

年
金
制
度
が
か
わ
っ
た
と
き
。

①
ご
主
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
厚

生
年
金
等
の
記
号
番
号
に
変
更
(
訂
正
)

が
あ
っ
た
と
き
。

詳
し
い
こ
と
は
、
長
浜
町
役
場
住
民

課
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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七
月
五
日
か
ら
原
付
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務

づ
け
ら
れ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
て
い
な
い
人
は

点
数
制
度
に
よ
り
一
点
違

反
点
が
加
点
さ
れ
ま
す
。

大
洲
署
管
内
で
も
着
用

率
は
約
五
割
程
度
で
極
め

て
低
調
な
現
状
で
す
。
夏

場
を
ひ
か
え
て
原
付
乗
車

中
の
事
故
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
の

う
ち
約
六
四
%
が
頭
部
、

顔
面
の
挫
傷
で
最
悪
の
場

合
は
致
命
傷
に
な
り
ま
す
。

大
洲
署
管
内
の
事
故
で
も
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
着

用
し
て
い
た
た
め
に
命
ぴ

ろ
い
を
し
た
人
が
た
く
さ
ん
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

女
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

品
開
法
律
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
は
必
ず
守

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

冒璽冨橿置麺留軍掴弘国盟国ヘルメツト着用義務化@事業所統計調査

7
月

5
自
か
ら

あ
っ
て
は
者
ら
患
い
事

故
の
た
め
、
無
く
て
か
怯

ら
な
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト

よ
り

安
全
の

た
め
次

の
事
を

守
っ
て

く
だ
さ

⑮
乗
車

中
、
へ

-

シートベルト・ヘルメットの

正 し い 着 用 の 徹 底ル
メ

y

ト
を
か
ぶ
ら
な
い
で
、
自
動
一
一

輪
車
を
運
転
し
た
り
、
か
ぶ
ら
な
い
者

を
同
乗
さ
せ
て
、
運
転
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

@
原
付
の
運
転
者
も
七
月
五
日
か
ら
は

ヘ
ル
メ
ソ
ト
を
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

⑧
規
格
に
合
っ
た

S

マ
1

ク
か
J

I

S

マ
ー
ク
の
つ
い
た
ヘ
ル
メ
ソ
ト
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
工
事
用
安
全
帽
等
は
、
乗

車
用
ヘ
ル
メ
ソ
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

@
ヘ
ル
メ
ソ
ト
を
着
用
す
る
場
合
は
、

頭
の
サ
イ
ズ
に
合
っ
た
ヘ
ル
メ
ソ
ト
を

か
ぶ
り
、
必
ず
ア
ゴ
ひ
も
を
か
け
ま
し

ょ、っ。

ヘルメットがあなたを守る

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

住
宅
の
新
築
、

増
築

都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
、
住
宅

等
の
新
築
、
増
改
築
を
計
画
さ
れ
て
い

る
方
は
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

道
路
と
接
す
る
距
離

接

道

義

務

建
築
物
の
敷
地
は
、
建
築
基
準
法
で

規
定
し
て
い
る
道
路
(
原
則
と
し
て
幅

が
四
川
以
上
)
に

-
U
以
上
接
し
て
い

な
け
れ
ば
建
築
で
き
ま
せ
ん
。
道
路
の

幅
員
が
四
川
未
満
(
一
・
八
口
以
上
)

の
道
路
の
場
合
は
、
町
役
場
、
土
木
事

務
所
で
建
築
基
準
法
上
の
道
路
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。

一「
2mUI 
4 

4mUI 
の道路

道

E告

。
山

道
路
の
中
心
か
ら

後
退
し
て

前
面
の
道
路
が
四
川
未
満
の
道
路
に

接
し
て
建
築
す
る
場
合
は
、
道
路
の
中

心
線
か
ら
二
日
(
が
け
、
川
、
線
路
等

が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
境
界
か
ら
四

後
退
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

道

路

斜

線

前
一
向
道
路
の
反
対
境
界
線
か
ら
の
距

離
に
よ
る
高
さ
の
制
限
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

骨
長
浜
町
(
用
途
地
域
の
な
い
区
域
)

の
場
合
は
左
図

E
の
一
・
五
倍
ま
で
で

す。ハノチ部分の内{NIJに達物を
納めなければなりませλ〔建

ぺ
い
率
七

O
%

建
ぺ
い
率
と
は
、
建
物
の
建
築
面
積

に
対
す
る
割
合
の
こ
と
で
、
パ
ー
セ
ン

ト
で
表
し
ま
す
。

長
浜
町
は
建
べ
い
率
七
O
%
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
角
地
は
八
O

%
で
す
。
算
式
で
計
算
し
た
数
値
が
七

O
%
を
越
え
る
建
築
は
で
き
ま
せ
ん
。

調
査
に
ご
協
力
を
日

事
業
所
統
計
調
査
所

七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
い
っ
せ
い

に
N

事
業
所
統
計
調
査
μ

が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
す
べ
て

の
事
業
所
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
基

本
的
な
統
計
調
査
の
一
つ
で
す
。

事
業
所
と
は
、
人
が
賃
金
や
報
酬
を

得
て
働
い
て
い
る
場
所
の
こ
と
で
、
府

舗
わ
し
営
業
所
、
工
場
、
官
公
庁
、
病
院
、

学
校
の
ほ
か
、
神
社
、
寺
院
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
初

め
て
行
わ
れ
、
今
回
の
調
査
は
十
四
回

目
に
当
た
り
ま
す
。
全
国
の
事
業
所
の

皆
様
の
ご
協
力
と
調
査
員
の
ご
尽
力
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
統
計
調
査
は
、
我
が

国
の
産
業
の
見
取
図
と
し
て
、
国
や
都

道
府
県
、
市
町
村
の
行
政
施
策
の
立
案

に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

役
立
つ
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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長
浜
町
議
会
第
三
回
臨
時
会
が
五
月

二
十
六
日
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

長
浜
町
税
条
例
、
長
浜
町
国
民
健
康
保

険
条
例
、
長
浜
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
、
投
票
管
理
者
等
の
報
酬
支
給
条
例
、

長
浜
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
、
長
浜
町

上
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
、

水
道
事
業
の
変
更
、
一
般
会
計
の
補
正

な
ど
十
二
議
案
、
例
月
出
納
検
査
報
告

二
件
で
、
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り

可
決
、
議
報
告
は
受
理
採
択
さ
れ
ま
し

た

財
調
基
金
積
立
金
三

一
般
会
計
補
正

昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
に
八
千
二

百
一
万
二
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算
総

額
は
三
一
十
六
億
八
千
六
百
七
万
七
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
お
も
な
使
い
み
ち

は
次
の
通
り
。

一
総
務
費
一
退
職
手
当
組
合
負
担
金
の

不
足
額
七
十
七
万
三
千
円
。
財
政
調
整

基
金
積
友
金
五
千
万
円
。

一
民
生
費
一
老
人
福
祉
、
母
子
福
祉
の

六
十
年
度
下
半
期
分
の
医
療
費
減
少
で

一
千
六
十
一
万
二
千
円
減
額
。

六
十
一
年
度
補
正

出
海
小
屋
体
建
設

費
な
ど

昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
に
一
億

五
百
六
十
四
万
三
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
三
十
二
億
七
千
九
百
十
六

万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

お
も
な
使
い
み
ち
は
次
の
通
り
。

主義更す;::~~~得税率RJi
大橋忠治くん (長浜)

一
教
育
費
一
出
海
小
学
校
屋
内
運
動
場

建
設
事
業
費
と
し
て
一
億
六
百
三
一
万
五

千
円
。
鉄
骨
造
り
二
階
建
五
百
八
十
平

方
灯
。収

入
基
準
、
割
増
賃
料

町
営
住
宅
管
理
条
例

長
浜
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
入
居
資
格
、
収
入
超
過
者
、

明
渡
し
の
請
求
に
係
る
収
入
基
準
や
収

入
を
算
定
す
る
場
合
の
同
居
の
親
族
の

収
入
の
控
除
額
等
や
割
増
賃
料
の
引
き

上
げ
で
、
現
状
に
即
応
し
た
も
の
に
改

正
し
た
も
の
で
す
。

報
酬
額
の
改
正

投
票
管
理
者
等

投
票
管
理
者
等
の
報
酬
支
給
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
次
表
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

七
百
一
万
円
を
繰
り
上
げ

国
標
直
嘗
診
療
所

昭
和
六
十
一
年
度
国
民
健
康
保
険
直

営
診
療
所
特
別
会
計
に
七
百
一
万
円
が

補
正
さ
れ
、
予
算
総
額
は
一
千
四
百
十

七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
赤
字
運
営
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
た
め
繰
り
上
げ
充
用
す
る
も

の
で
す
。

全
て
の
外
国
人
に
適
用

国
民
健
康
保
険
条
例

長
浜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
法
が
改
正

さ
れ
、
外
国
人
登
録
法
に
基
づ
い
て
、

日
本
に
居
住
す
る
外
国
人
す
べ
て
の
人

に
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資
格
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
障
害
扶
養
控
除

三
十
四
万
円
に

町
税
条
例

長
浜
町
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
お
も
な
改
正
点
は
、
阿
国
人
住

民
税
の
所
得
割
非
課
税
限
度
額
が
、
給

与
所
得
者
の
場
合
、
夫
婦
、
子
供
一
一
人

の
標
準
世
帯
で
、
二
百
二
万
一
千
円
か

ら
二
百
十
三
万
五
千
円
に
、
ま
た
、
同

居
特
別
障
害
扶
養
控
除
額
が
、
三
十
万

円
か
ら
一
二
十
四
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
で
す
。

水
道
事
業
の
変
更

昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
木
道
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果

実
情
に
即
わ
な
い
も
の
な
ど
が
生
じ
た

た
め
、
当
初
の
目
標
年
次
を
昭
和
六
十

七
年
度
か
ら
七
十
年
度
に
、
総
事
業
費

二
十
三
億
三
千
万
円
を
十
九
億
二
千
四

百
万
円
に
変
更
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

喜
多
漁
港
改
修

請
負
契
約
の
締
結

昭
和
六
十
一
年
度
喜
多
漁
港
地
域
改

善
対
策
改
修
工
事
(
分
割
こ
は
、
五

千
六
百
七
十
万
円
で
有
限
会
社
長
浜
建

設
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
示

認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
港
内
泊
地
の
静
穏
度
を
増

し
、
係
留
を
容
易
に
す
る
た
め
三
十
五

.
一
一
日
の
沖
防
波
堤
を
延
長
す
る
も
の

で
す
。畳

屋電

菅

直

H
長
浜
あ
り
そ
短
歌
会

H

今

泉

操

群
れ
渡
る
高
き
空
よ
り
ま
し
く
ら
に
一

羽
の
鴇
の
山
に
落
ち
く
る垣

見

奄

枝

春
の
海
渡
り
て
行
か
む
韓
国
に
吾
子
待

ち
く
る
る
旅
に
出
で
来
し片

岡
千
代
子

雨
前
は
ふ
し
節
痛
む
と
云
ふ
吾
を
測
候

所
よ
と
人
は
言
ふ
な
り

鎌

田

文

香

送
り
米
し
同
窓
会
名
簿
開
け
れ
ば
友
亡

き
を
知
り
し
ば
し
声
な
く岸

本

純

子

仏
壇
に
手
向
け
し
庭
の
沈
丁
花
ゆ
か
し

き
香
り
こ
も
り
ゐ
る
な
り
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霊童吾露呈

久

保

美

江

い
ち
じ
く
の
校
に
飛
ぴ
交
ふ
ヰ
ピ
ャ
キ

の
朝
日
十
く
厨
に
透
り
て
珂
ゆ

一
日
永
む
つ
み

一
口
の
高
ひ
終
へ
て
背
を
の
、
法
じ
日
比
と

く
る
空
一
に
田
佐
川
~
ぞ
っ
す
し

永
井
み
、
っ
き

年
々
に
伸
ぶ
校
だ
わ
め
結
へ
た
る
ぼ
け

の
若
芽
は
ま
ろ
き
輸
に
満
つ

東

は

な

子

三
人
の
男
の
子
の
ズ
ボ
ン
に
つ
き
当
て

し
燈
ド
管
制
の
暗
き
灯
の
下

松

田

静

f

朝
霧
の
償
峰
寺
へ
の
参
道
を
附
ぎ
て
れ
か

れ
は
鴛
き
と
ゆ

畠盛霊霊霊草亙歪玄三語圏直ド週帽箇副匹蓋亙時

矢

野

清

日
に
焼
け
て
ム
ぴ
し
帽
子
捨
て
難
ノ
¥
今

日
も
か
む
り
て
庭
に
い
そ
し
む

山
下
ヨ
ネ
子

ふ
と
対
話
と
切
れ

L
刻
に
花
瓶
よ
り
椿

の
花
の
立
口
し
て
落
ち
ぬ

山
口
美
千

f

防
波
堤
に
沿
ひ
し
外
材
も
筏
組
む
人
も

ゆ
れ
つ
つ
く
さ
び
打
ち
込
む

久

保

七

郎

繰
り
返
し
嘆
か
ふ
ひ
と
り
住
む
老
い
の

心
済
も
ま
で
う
な
づ
き
て
そ
り

一」ー~..-日曜当番臣室・家睦看護のABC園E

冷
一
層
の
季
節
で
す

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の
室
外
出
分
は
、

日
陰
の
涼
し
い
場
所
に
す
え
つ
け
ま
し

ょ、つ。室
温
は
外
気
温
よ
り
凶

1
五
度
低
い

の
が
適
温
で
す
。
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
は

一
F
1
1
2

二
退
問
に
一
度
は
掃
除
し
ま
し
t

ぅ

。

一

四

国

電

力

」

ジ
同
団
一

九

贈

る

F
L

一

一
長
時
事
一

制
定
一

必
要
な
も
の
を
そ
ろ
え

決
ま
っ
た
場
所
を
確
保

急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
救
急

γ
を
き
が

し
て
も
す
ぐ
に
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
り
、

中
に
必
要
な
も
の
が
入
つ
て
な
く
て
大

あ
わ
て
こ
れ
で
は
救
急
箱
の
役
目
合

同
市
た
し
ま
せ
ん

い

ざ

と

い

う

と

き

闘

輔

教

急

稽

開

輔

副

闘

圃

に
い

h
k
h官
ヶ

い

ざ
ι
と
い
う
と
き

川刊誌
J
h

わ
か
る
所
唖

だ
れ
に
で
も
わ
か
る
よ
う
に
必
ず
決
ま

っ
た
場
所
に
置
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

間
き
場
所
は
、
直
射
円
光
が
当
た
ら
す
、

湿
気
め
な
い
と
こ
ろ
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
供
の
手
が
届
か
な
い
と
こ
ろ

を
選
ん
で
く
ど
き
い
。

平
」
れ
だ
け
は

用
意
し
よ
う

救
急
箱
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
を

入
れ
て
お
く
と
役
立
ち
ま
す
。

骨
体
品
計

骨
ロ
ヒ
ン
セ
ソ
ト
じ
か
に
傷
口
に
触
れ

る
部
分
は
、
炎
に
か
ざ
し
て
焼
い
て
消

毒
す
る
か
、
ま
た
は
消
毒
用
ア
ル
コ
ー

ル
に
浸
し
て
か
ら
使
用
。

嘩
綿
体
つ
ま
よ
う
じ
の
先
の
と
が
っ

て
い
な
い
方
に
、
脱
脂
料
を
ま
き
つ
け

た
も
の
で
代
用
し
て
も
よ
い
。

骨
下
U

お
さ
え
の
ど
の
検
査
を
す
る
と

き
、
古
を
お
さ
え
る
た
め
に
使
、
っ
。
ス

プ
ー
ン
、
ま
た
中
割
り
ば
し
仁
ガ

l
ゼ

を
巻
い
た
も
の
で
代
用
し
て
も
よ
い
。

・
山
毒
薬
湯
川
の
消
毒
を
す
る
〕
綿

俸
を
使
っ
て
傷
の
ま
わ
り
に
塗
る
。

-
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
手
倍
、
器
具

の
消
毒
に
使
、
っ
。
七
O
%
ア
ル
コ
ー
ル

か
最
も
殺
菌
力
を
も
っ
。

唾
オ
キ
シ
ド
l
ル
傷
ハ
の
洗
浄
、
出

毒
の
は
か
、
、
つ
が
い
に
も
使
え
る
。
う

が
い
の
場
台
は
二

i
十
倍
に
薄
め
る
。

オ
キ
、
ン
ド

1
ル
は
古
く
な
る
と
効
果
が

置

な
く
な
る
の
で
注
意
。

骨
ホ
ウ
酸
、
つ
が
い
、
洗
浄
、
湿
布
に

ぬ
る
ま
湯
で
一

i
二
%
の
治
液
に
し
て

使
う
。

暢
オ
リ
ー
ブ
油
、
ま
た
は
ワ
セ
リ
ン
皮

府
の
保
護
に
。

@
重
曹
う
が
い
や
混
布
に
使
う
に
は
、

コ
ッ
プ
一
杯
の
水
に
茶
さ
ド
レ
チ
杯
の
卓

曹
で
二
%
の
溶
液
を
目
安
に
。
や
け
ど

の
と
こ
も
二
%
溶
液
で
海
布
を
。
虫
さ

さ
れ
は
、
水
で
ド
ロ
ド
口
に
ね
っ
て
塗

る
。-

ア
ン
モ
二
ア
水
虫
に
き
さ
れ
た
ら

脱
脂
綿
に
含
ま
せ
、
す
ぐ
一
ド
塗
る
。
湿

布
し
て
は
い
け
な
い
の

申
一
一
一
角
布
一
辺
が
一
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
の
大
き
さ
の
も
の
が
便
利
。

③
脱
脂
綿
一
度
に
た
く
さ
ん
牧
用
し

な
い
で
二
十
j

一
二
十
グ
ラ
ム
で
よ
い
o

'
仙
紙
湿
布
に
使
、
っ
。
ラ
ッ
プ
で
代

用
し
て
も
よ
は
。

器
包
帯
、
伸
縮
包
帯
、
弾
性
包
帯
、
救

急
包
帯
。
救
急
包
帯
や
仲
紘
包
情
は
簡

単
に
使
え
て
便
利
。
弾
性
包
帯
は
ね
ん

ざ
の
固
定
用
。
ケ
ガ
な
ど
に
使
っ
て
は

い
け
な
い

-
ば
ん
そ
う
こ
う

嘩
ガ
ー
ゼ
市
販
の
消
毒
ガ
ー
ゼ
を
準

備
し
て
お
く
と
便
利
。

@
内
服
薬
健
胃
薬
、
鎮
痛
剤
、
整
腸

剤
、
解
熱
剤
、
風
切
薬
な
と
い
ず
れ
も

使
い
な
れ
て
い
る
も
の
を
。
子
供
が
い

れ
ば
涜
腸
も
。

な
お
、
①
救
急
箱
は
い
つ
も
清
潔
仁
。

②
同
音
か
ら
も
ら
っ
た
主
的
使
い
残
し

ゃ
、
古
い
来
は
す
で
る
。
③
定
期
的
に

巾
身
を
点
検
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
、
正

意
も
忘
れ
ず
に
。

こ
の
ほ
か
、
作
中
電
汀
、
毛
ぬ
き
、

は
さ
み
、
氷
の
う
、
水
枕
な
ど
。

ま
た
救
急
箱
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を

メ
モ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
し

救
急
車
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
、
整

廿
院
の
住
所
と
電
話
許
号
、
家
族
の
名

前
、
年
齢
、
血
液
型
。

今
月
の
日
曜
当
也
医
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
っ

@
7月
6
日

@
7
月
日

υ

①

7
月
初
日

@
7
月
訂
口

辻
医
院
宮
⑪
0
1
7
4

石
村
病
院
怨
の
0
2
7
5

清
水
医
院
合
⑪
2
8
8
3

米
川
医
院
E
⑨
0
1
6
5

円
引
ω

閏同
U

R

静

佳

ふ

弘
Y

E
A
J
E
E
l
J
A
w
u
v
=
z悶

①

7
月

9
H

町

体

育

館

午

後

l
時

1

2
時

対

象

仕

出

和

ω年
8
月
、
日

月
、
昭
和
日
年
2
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん
つ

国
間
集
団
検
診
…

@
7
月
H
目
、
日
日
、
日
日
、
回
日

町
体
育
館

①

7
月
紅
白
唱
畑
サ
ボ
ア

①

7
月
お
け
豊
茂
公
民
館

①

7
月
山
日
白
滝
公
民
所

①

7
月
白
日
出
海
公
民
館

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
7
時
1

9
時

刻
分
対
象
は
原
則
、
と
し
て
満
四
十
歳

以
上
の
方
c

検
点
下
桝
金
九
百
口
円
。

@
7
月
8
日

町

体

育

館

午

前

9
時

加
分
j

u
時
マ
ラ
イ
ジ
ン
グ
飯
田
長
浜

工

場

午

従

i
時
日
分
j

2
時
別
分
マ

大

和

公

民

館

午

後

2
時
釘
分

i

3
時

日
分
マ
白
滝
公
民
館
午
後
3
時
叩
分

j

4
同
日
分

上ま@
~f "'ご 7 :_: 
半l 、月 /1、-
金本 22 :闘

は 1ず日 'it
J はノ、

環 午各:嘗
五:吉IJJ車.. ~ • 
百 10絡 :¥i浩

円 時戸Jr 卜

。iji:而:
。前日:

買 9
L、時三
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冒盤翠密頭璽冨111

火
の
用
心
力
チ
カ
チ

ー
出
海
・
港
、
土
居
子
供
会

1

Jレポ・続まちの先覚者

出
海
の
港
子
供
会

は
毎
週
水
曜
と
土
曜

日
に
、
ま
た
、
土
居

子
供
会
は
水
曜
日
に

拍
子
木
を
も
っ
て
「
火

の
用
心
、
カ
チ
カ
チ
」

と
夜
回
り
を
し
て
地

区
の
人
達
に
無
火
災

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

こ
の
五
年
間
は
、
子

供
た
ち
の
お
陰
で
、

出
海
地
区
か
ら
火
災

が
発
生
し
て
お
ら
ず

皆
ん
な
に
喜
ば
れ
て

い
る
。

白
滝
保
育
所
で
六
月
四
日
フ
ル
フ
ル
セ
ー

ル
を
実
施
。
白
滝
保
育
所
母
の
会
(
山
下
文

子
会
長
)
が
、
子
づ
く
り
の
お
か
し
ゃ
寿
司
、

手
芸
品
、
野
菜
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
開
い
た

も
の
で
、
お
よ
そ
七
十
人
の
父
兄
が
訪
れ
た
。

収
益
機
麟
鱒
欝
機
麟
叫
J

……
…
Jrxq

金
は
謡
罷
ふ
J
襲
撃
綾
瀬
援

櫨
融
関
鞠
欝
撚
藤
鶏
鳴
溺

dMYV品川

m
J

活
動
麟
輔
麟
鱒
鯵
い
不
一
ゃ
ん
dmw沈下八一

の
一
瞬
輔
轍
輔
麟
燃
機
二
九

AUJ一一的官庁一議

部
に
繍
錨
輔
鱒
鰯
鱗
麟
麟
髄
麟
整
時
一
ふ

充
て
附
ポ
ソ
輔
翻
麟
輔
購
灘
輔
繍
響
調
1
山
県
J

…

務
務
務
調
謹
錦
繍
趨
軍
輯
饗
鏑
彊
場
諜
鑑
恕
線
綴
輯
務
惣
君
、
一
一
+
一
部
仇

る

も

の

で

、

手

づ

三
vu

ダ
議
繍
綴
議
鯉
磯
機
際
そ
JJω

…

くりのわ菓子に一一一!一一一一一…一一……人ソ
vuJ機
側
議
麟
¥
日

人気が集まって一一一一一一一一一一日…級機ぺ可麟欝騒
H
J

げ

い

た

。

川

円

muFL一守一
γ

一
品
川
畿
醗
瀦
調
麟
脳
髄
融
緩
欝

川県

1
1
7一
一
一
議
議
議
醐
礎
調

J
U
γ
~一
輯
臨
輯
醐
醐
噛
鞠
棋
盤
輔
轍

g
p
フ
ム
一
一
一
叩
一
同
一
zhJMGFJ
麟

j
j轍
臨
翻
舞
一
之
y
q
d
W
3

F
一/包い一…一一一一一一一一引いいが
J
響
機
鱒
藤
九
日
誌

ず

一

一

wry-4¥J
援
で
が
欝
欝
一
サ

f
t
相
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

白
弓

バ

μrr

コ口口口口口口口口口口口口口口口

子づくりの品で
~フルフル・セール~

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

快
適
な
生
活
を

五
月
十
七
一
日
水
場

地
区
の
お
よ
そ
二
十

人
が
清
掃
奉
仕
を
実

施
。
毎
年
梅
雨
入
り

前
「
自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
道
路
の
ゴ

ミ
拾
い
や
草
刈
り
を

し
て
快
適
な
生
活
を

し
よ
う
」
と
自
主
的

に
行
っ
て
い
る
も
の
。

水
場
の
入
口
か
ら
約

一
キ
ロ
の
問
、
新
日
開

の
美
し
さ
と
と
も
に

ク
リ
ー
ン
な
道
と
な

っ
た
。

5
水
場
地
区

1

明
る
い
街
め
ざ
し

ー
愛
媛
相
互
・
堀
内
さ
ん

1

「
l
l
L

口
愛
媛
相
互
銀
行
長
浜
支
庖
長
の
堀
内
一
平
さ
ん
(
四
五
)
は
、

口
一
年
半
く
ら
い
前
か

口
ら
本
町
四
丁
目
の

口

入

口

か

ら

三

好

衣

コ
料
品
庖
の
角
ま
で

日

毎

朝

清

掃

し

続

け

日

て

商

庖

街

の

人

達

〔
に
喜
こ
ば
れ
て
い

口

る

。

以

前

行

員

た

口
ち
が
し
て
い
た
の

〔
μ

を
引
き
継
い
で
、

口

週

一

回

は

皆

ん

な

口
で
「
明
る
い
街
を
」

を
ム
口
言
葉
に
ボ
ラ

〔

じ

[

]

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

I
続
け
て
い
る
o

盟璽聾聾盟

小
山
龍
之
輔

前
法
政
大
学
文
学
部
長

小
山
龍
之
輔
長
浜
中
学
校

長
に
な
る
。
昭
和
二
十
二

年
四
月
、
新
学
制
発
足
に

と
も
な
い
、
夫
人
の
里
に

疎
開
し
て
長
浜
に
住
ん
で
い
た
小
山

龍
之
輔
を
、
山
口
政
雄
が
懇
請
し
て

就
任
し
て
も
ら
っ
た
。
山
口
は
小
山

を
長
浜
中
学
校
に
迎
え
た
い
た
め
に
、

久
米
小
学
校
長
の
職
を
な
げ
う
っ
て

自
ら
教
頭
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

全
国
に
も
例
の
な
い
学
者
中
学
校

長
で
あ
っ
た
c

小
山
龍
之
輔
は
明
治
十
四
年
京
都

に
生
ま
れ
、
明
治
四
十
年
東
京
帝
国

大
学
国
文
科
を
卒
業
、
以
後
国
学
院

大
学
・
日
本
大
学
側
法
政
大
学
の
教

授
、
文
学
部
長
に
な
っ
た
。

昭
和
十
九
年
六
十
二
歳
で
法
政
大

学
を
辞
任
し
、
空
襲
の
激
し
い
東
京

か
ら
疎
開
し
て
長
浜
へ
一
来
て
い
た
の

で
あ
る
。

六
十
五
歳
の
小
山
校
長
は
「
私
は

六
十
五
歳
の
青
年
で
す
」
と
、
若
々

し
い
声
で
、
深
い
学
聞
を
根
底
に
、

文
芸
的
に
趣
味
あ
る
ご
と
く
、
ゼ
ス

チ
ュ
ア
を
ま
じ
え
て
の
朝
礼
訓
話
は

常
識
的
な
型
を
破
り
、
教
師
・
生
徒

ら
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。
「
自
分

を
尊
重
す
る
ご
と
く
他
人
を
尊
重
せ

⑮ 

よ
」
「
個
性
を
発
揮
す
る
の
は
よ

ろ
し
い
が
協
調
の
乏
し
き
は
不
可
」

等
、
民
主
々
義
の
原
理
を
説
い
て

い
っ
た
。

ろ
ん
坊
や
教
師
た
ち
が
職
員
会
で
甲

論
乙
駁
で
ま
と
ま
ら
な
い
時
、
小

山
校
長
が
意
見
を
の
べ
る
と
自
然

に
お
さ
ま
る
。
大
所
高
所
か
ら
判

断
す
る
的
確
さ
に
教
員
ら
は
心
服
し
て

い
た
と
い
う
。

小
山
校
長
の
学
殖
に
は
誰
人
も
領
か

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

H
一
ふ
た
生
活
全
体

が
温
か
さ
、
偉
大
さ
、
還
し
さ
に
溢
れ

て
い
た
。

小
山
校
長
は
、
学
校
教
育
者
で
あ
る

と
と
も
に
社
会
教
育
者
で
あ
っ
た
。
学

校
教
育
で
い
か
に
精
魂
を
傾
け
て
も
、

子
弟
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
が
整
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
そ
の
労
は
無
に
等
し
い
。

両
者
の
一
体
化
こ
そ
本
義
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
出
発
し
て
社
会
教
育
、
わ
け
で

も
青
年
教
育
に
情
熱
を
燃
や
し
た
。

若
い
気
迫
、
高
雅
な
文
化
性
、
深
い

学
殖

l
l
こ
れ
が
小
山
龍
之
輔
の
す
べ

て
で
あ
る
。

長
浜
中
学
校
一
二
年
、
大
洲
中
学
校
三

年
、
白
滝
村
教
育
長
一
年
と
、
長
浜
・

大
洲
に
ま
か
れ
た
人
間
小
山
の
教
育
の

種
は
、
そ
こ
こ
こ
に
芽
を
吹
き
、
育
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

後
に
京
都
に
帰
り
、
昭
和
三
十
八
年

一
月
九
日
八
十
一
歳
で
没
し
た
。
理
論

と
実
践
に
徹
し
た
人
格
者
。

長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

久
保
七
郎
)
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表
彰
中
小
卒
業

古
谷
良
子
さ
ん

防
犯
活
動
に
功
労

沖
浦
の
士
円
谷
良

時バ
w畿
日
日
子
さ
ん
(
六
一
)

鮮
紅
十
一
い
撃
谷
は
、
昭
和
三
十
七

ι

常

E
年
以
降
少
年
警
祭

協
助
員
と
し
て
少
年
非
行
防
止
、
健
全

育
成
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
五
月
二
十
一
日
松
山
市
の
農
協
会
館

で
開
か
れ
た
愛
媛
県
妨
犯
協
会
連
合
会

通
常
総
会
の
席
上
、
白
石
春
樹
同
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

日

高

照

友

さ

ん

永
木
タ
マ
ル
さ
ん

防
犯
活
動
に
功
績

表彰@スポーツ

長
浜
の
日
高
照

ん
友
さ
ん
(
四
五
)

都
と
水
木
タ
マ
ル
さ

日
ん
(
五
八
)
は
、

防
犯
活
動
に
功
績

ん
が
あ
っ
た
こ
と
に

ヰ
よ
り
、
五
月
二
十

永
二
日
大
洲
市
で
開

か
れ
た
昭
和
六
十

一
年
度
大
洲
地
区
防
犯
協
会
定
期
総
会

の
席
上
、
近
回
宣
秋
同
協
会
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

明
関
定
市
さ
ん

観
光
功
労
賞

長
浜
町
観
光
協
会
長
明
関
定
市
さ
ん

(
六
一
三
は
、
長
浜
町
の
観
光
事
業
の

v
振
興
に
多
大
の
功

j
績
が
あ
っ
た
こ
と

闘
に
よ
り
、
冗
月
七

日
一
日
、
県
民
主
化
会

館
で
開
か
れ
た
愛
媛
県
観
光
協
会
定
期

総
会
の
席
上
、
小
泉
順
次
郎
同
協
会
会

長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
り

な
お
、
こ
の
こ
と
は
昨
年
の
必
田
英

丸
町
観
光
協
会
副
会
長
の
交
賞
に
つ
ぐ

も
の
で
す
。

軍日
野
幸
只
さ
ん

中
嶋
菊
市
さ
ん

観
光
掻
興
に
功
績

白
滝
の

H
野
幸

抗
日
ハ
さ
ん

(
L

ハ
五
)

時
と
柴
の
中
嶋
潟
市

さ
ん
て
ハ
二
一
)
は
、

多
年
に
わ
た
り
白

ん
滝
公
園
の
美
化
、

前
環
境
の
浄
化
な
ど

判
観
光
振
興
に
功
績

が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
五
月
二
十
七
日
町
体
育
館
で
聞

か
れ
た
長
浜
町
観
光
協
会
定
期
総
会
の

席
上
、
二
一
同
意
憲
長
浜
町
長
、
明
間
定

市
長
浜
町
観
光
協
会
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

中
嶋
菊
市
さ
ん

鳥
獣
保
護
に
功
績

柴
の
中
嶋
菊
市
さ
ん
(
六
一
三
は
、

多
年
に
わ
た
り
鳥
獣
保
護
事
業
に
従
事

し
、
野
生
鳥
類
の
保
護
に
功
績
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
五
月
十
一

H
三
重
県

で
開
か
れ
た
全
国
野
鳥
保
護
の
つ
ど
い

の
席
上
、
山
階
芳
一
暦
日
本
鳥
類
保
議
連

盟
余
長
か
ら
褒
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
の

一
宮
義
道
主
事

国
土
調
査
に
功
績

経
済
課
の
一
一
片
義
道
主
事
一
一
二
四
)

は
、
責
任
感
と
協
調
性
を
も
っ
て
国
土

調
査
事
務
に
従
事
し
、
国
土
調
育
法
に

対
す
る
町
民
の
信
頼
感
を
高
め
る
な
ど

多
大
の
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

立
月
二
十
八
日
高
松
市
で
聞
か
れ
た
全

国
国
土
調
官
協
会
凹
国
プ
ロ
ソ
ク
会
総

会
枚
び
に
同
上
調
育
法
制
定
一
二
十
五
周

年
記
念
大
会
の
席
上
、
河
野
幸
男
同
協

会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
賞
に

藤
本
友
恵
さ
ん

第
日
囲
さ
っ
き
展

第
十
三
回
さ
っ
き
展
示
会
が
、
丘
月

一
三
十
一
日
か
ら
六
月
一
口
の
二
日
間
町

体
育
館
で
聞
か
れ
、
町
内
の
愛
川
町
民
引
が

丹
精
こ
め
て
作
っ
た
さ
っ
き
百
十
二
鉢

が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
日
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次

の
通
り
。

一
町
長
賞
一
藤
本
友
恵
(
沖
浦
)
{
町

議
会
議
長
賞
一
菊
地
俊
正
(
下
須
戒
)

一
町
教
育
委
員
会
賞
一
熊
野
輝
子
(
長

浜
)
{
町
中
央
公
民
館
長
賞
一
泉
隆
(
白

滝
)
一
町
文
化
協
会
長
賞
一
兵
頭
信
男

(
長
浜
)
{
町
観
光
協
会
長
賞
一
梶
田

美
川
町
(
長
浜
)
{
町
商
工
会
長
賞
一
泉

伯
(
白
滝
)
{
町
盆
栽
同
好
会
長
賞
一

久
保
善
上
円
(
豊
茂
)
{
教
育
委
員
会
奨

励
賞
一
大
森
広
志
(
須
沢
)
小
出
ヨ
オ

コ
、
岡
本
武
治
(
以
上
沖
浦
)
{
特
別

賞
一
矢
野
藤
四
郎
(
長
浜
)
{
愛
媛
新

聞
社
賞
一
石
山
良
金
(
白
滝
)
一
一
(
円

グ
ル
ー
プ
会
長
賞
一
一
向
崎
利
行
(
長
浜
)

平
田
貞
友
(
白
滝
)
{
内
興
運
輸
会
長

賞
一
泊
地
与
三
衛
(
長
浜
)
成
斤
ヒ
デ

コ
(
円
滝
)
{
長
浜
冷
蔵
社
長
賞
一
高

沢
順
一
、
島
田
千
代
子
(
以
上
長
浜
)

一
矢
肝
ガ
ス
社
長
賞
一
日
貨
志
秀
雄
へ
長

浜
)
{
南
部
ヤ
ク
ル
ト
れ
長
賞
一
岩
本

勝
義
(
上
老
松
)
{
大
洲
白
版
社
長
賞
一

鎌
田
ハ
ル
コ
(
長
浜
)
{
住
七
円
産
業
社

長
賞
一
重
凶
潤
一
一
長
近
い
)
{
朝

H
-

毎
日
新
聞
社
長
賞
一
島
田
侮
次
郎
(
長

浜
)
{
長
浜
タ
ク
シ
ー
社
長
賞
一
田
淵

雅
川
一
長
浜
)

農
林
水
産
大
臣
賞
に

山

本

正

さ

ん

県
し
い
た
け
共
進
会

開
和
六
十
一
年
度
県
し
い
た
け
共
進

会
が
、
五
月
二
十
円
愛
媛
県
民
館
で
聞

か
れ
、
木
町
か
ら
一
般
も
の
五
十
二
点

箱
も
の
四
十
七
点
、
楕
木
一
点
が
出
口
町
、

椅
木
育
成
の
部
で
戒
川
の
山
本
正
き
ん

が
農
林
水
産
大
臣
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

本
町
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

一
楊
木
育
成
一
マ
農
林
水
産
大
臣
賞
日

山
本
正
(
成
川
)
マ
努
力
賞

U
坪
内
幹

夫
(
柴
)
一
一
般
も
の
一
マ
三
等
(
天

白
ど
ん
こ

)

H
水
沼
惟
孝
(
出
海
)
マ

奨
励
賞
(
ど
人
こ

)

U
加
納
勝
利
(
須

沢
)
マ
努
力
賞
(
こ
う
し
ん

)

H
山
下

利
治
(
柴
)
加
納
勝
利
(
須
沢
)
{
箱

も
の
一
マ
二
等
(
こ
う
こ
)
リ
叶
同
広

志
(
上
老
松
)
マ
努
力
賞
(
こ
う
し
ん
)

U
山
下
利
治
(
柴
)
宮
本
増
憲
(
戒
川
)

マ
努
力
賞
(
ど
ん
こ
)
日
中
島
正
一
(
白

滝
)
{
特
別
賞
一
マ
県
森
連
会
長
賞
(
楕

木
)
山
本
正
(
戒
川
)

コ
ス
モ

軟ス
主が

露傍
大勝望書F
A.. -

長
浜
町
体
協
軟
式
野
球
五
月
大
会
が

五
月
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
、
長

浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
コ

ス
モ
ス
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

一
一
回
戦
一
ベ
ア

I
ズ

7
1
0
秀
歌
マ

農
協

4
1
2
イ
l
グ
ル
ス
一
二
回
戦
一

コ
ス
モ
ス

4

2

ベ
ア

l
ズ
マ
ン
ャ
ト

ル
7

0

ヤ
ン
キ
ー
ス
マ
役
場

4

3

ジ
ョ
ー
カ
l
ズ
マ
郵
便
局

4
1
3
農
協

一
準
決
勝
一
コ
ス
モ
ス

3

2

シ
ャ
ト

ル
マ
役
場
7
4
郵
便
局

一
決
勝
一

コ
ス
モ
ス

役

場

0
0
0
0
2
0
1
一3

0
o
o
l
-
-
o
o
一2

サ
ッ
カ
ー

白
j竜

灯7
勝一「

町
内
小
学
校
球
技
大
会

五
月
二
十
六
日
、
長
浜
中
学
校
で
町

内
小
学
校
球
技
大
会
が
開
か
れ
、
男
子

は
サ
ソ
カ
l
、
女
子
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
九
チ

l
ム
が
参
加
し

て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

一
男
子
・
サ
ッ
カ
ー
一
①
白
滝
小
②
長

浜
小
一
組
③
大
和
小
、
柴
小
、
一
女
子
=

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
一
①
長
浜
小
一
組

②
長
浜
小
二
組
③
衛
生
小
④
出
海
小



8 
(有)岸本印刷

多
劣
勢

国
際
農
村
青
年
め
ざ
し

農
業
研
修
生
募
集

国
際
的
感
覚
と
視
野
、
優
れ
た
経
営

能
力
、
た
く
ま
し
い
実
践
力
が
必
要
と

さ
れ
る
世
代
の
農
業
後
継
者
の
育
成
を

主
目
的
と
し
て
、
わ
が
国
農
村
青
年
を

ア
メ
リ
カ
に
二
年
間
派
遣
し
、
大
学
に

お
け
る
六
か
月
間
の
学
習
と
農
場
で
の

十
八
か
月
間
の
実
習
か
ら
な
る
農
業
研

修
制
度
で
あ
り
、
意
欲
と
情
熱
あ
る
農

村
青
年
の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

一
募
集
人
員
一
全
国
か
ら
二
百
人

一
募
集
期
間
一
5
月
初
日

1

7
月
末
日

一
派
遣
期
間
一
二
か
年

一
申
込
先
一
一
T
M
松
山
市
一
昏
町
四
|

四

二

農

林

水

産

部

農

業

指

導

課

一
応
募
資
格
一
十
九
歳
以
上
二
十
七
歳

未
満
の
独
身
男
子
で
、
高
木
以
上
の
農

業
従
事
詩
な
ら
び
に
農
業
関
係
研
修
機

関
、
短
大
、
大
学
の
最
終
学
年
紅
学
中

の
者
。

一
必
要
経
費
一
一
一
年
間
に
必
要
と
す
る

経
費
(
往
復
旅
費
、
学
習
費
、
性
出
資

等
)
の
ほ
と
ん
ど
は
、
農
場
実
習
の
報

印刷昭和61年 7月l日発行(毎月 1日発行)

酬
で
賄
え
ま
す
が
、
そ
の
不
足
額
十
万

円
は
県
費
等
に
よ
る
助
成
金
に
よ
り
ま

す。一
学
習
単
位
と
卒
業
資
格
の
捜
与
一
滞

米
研
修
終
了
者
に
は
、
学
課
研
修
の
各

大
学
か
ら
合
計
六
十
単
位
が
附
与
さ
れ

る
ほ
か
、
各
道
府
県
立
農
業
大
学
校
等

卒
業
者
に
は
ビ

y

グ
・
ベ
ン
ド
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
大
学
の
卒
業
資
格
が
与
え
ら

河須八 i中五戒川 1 須沖住グ》グ九~
辺 I幡 卜内 号シ労ヅノ
十Ji尺 浜 浦 liJ奇川町久沢浦所"シA戸 '

分出届場円切
λ長氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

武
田
伸
一
(
一
一
七
)

神
内
仁
美
で
+
一
台
)

笹
田
信
之
(
二
一
二
)

波

部

敏

江

二

一

口

)

久

保

均

一

一

一

ヒ

)

而
阿
佐
代
子
(
一
一
四
)

上
中
孝
徳
(
四
一
一
一
)

野

木

節

子

(

山

一

)

付

上

茂

二

一

千

八

)

松
尾
千
枝
子
(
一
八
)

れ
ま
す
。

一
間
合
せ
先
一
柑
農
業
研
修
生
派
米
協

会
干
山
東
京
都
港
区
六
本
木
二
一
一

五

第

二

十

一

森

ピ

ル

別

館

T

E

L
0
3
i
!
5
8
4
l
I
4
3
6
1
 

訂

正

本

紙

六

月

号

十

ペ

ー

ジ

の

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」
「
お
く
や

み
」
の
欄
で
3
月
届
山
分
と
あ
る
の
は

4
月
屈
出
分
の
誤
り
で
し
た
。

大 í~ 白長長沖白柴

小
一
内
久
則

水

市

泣

恵

西
村
勇
一

小
西
美
智
恵

畝

中

公

仁

一
円
本
干
里

小

田

芳

美

谷

浦

元

子

(
て
九
)

二
二

O
)

(一一六」

(
一
一
八
)

(一ゐ六一

(
+
一
六
)

(一一一六)

一
一
一
八
)

長長

茂ィ 兵 浜

兼明門
高智回

広
志

高
信

末
春

長
女

長
女

三
男

沙H;A_i竜ィ兵 y兵?甫 i竜

お
く
や
み

長長長白円 j中長住

5
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

浜

水

本

ア

サ

ヨ

(

七

四

)

浦

小

出

正

博

二

八

八

)

滝

山

本

徳

盛

(

し

ハ

六

)

滝

斉

藤

マ

ス

ヱ

(

九

四

)

浜

宮

内

満

(

六

回

)

浜

石

田

コ

マ

一

七

九

)

浜

大

北

ヒ

サ

子

(

八

口

)

J島
私達は心のふれ合いを大切にして

います。今後ともお気軽にお立ち寄

りくださしh

NTT 伊予長浜電報電話局

T E L 116番
AムAム---一一-干---一一、)ぜ~-----'

昭和61年 7月号

品
骨
J
ド

}雨空

一
無
料
腫

「
1
1
J
J
J
J

ノ「の IJ本を「恨アド問実の時

ltJ とか「解決ノf~能の問題を

抱えた時代Jと主義 づ け る 人

があるυJ主布、Iと粍:斉の高f支JJ)G

lξで，色、速に物質的な聖書かさと

繁栄 を か ち 得 た7夕、 一方で心

の貧[本]ァア 11_'_にち青少年の非

行、大人の γ:楽的itillhJは増加1

9-るばカミ↓)、はては成長のし

J色ぎでIIJ出ドル乙./Kを十ffき中街出

庄一たはとうしようもないイ~i兄

(~-II :<j k -ごし通る MIこしども r<l'1

hf主し冶び〉は好17う'>-，;~り Iゾ、タトには

なしミょうで過きたるは忠之ばざ

るカミ加lしσ〉戸乏ァうずピソタリグコょ

うごある A勤勉 crif-i 11 r{1Jなく

倒Jきるごさいと教えられたの

1.ド、け本人は{動き J品きだ7う￥ら

川、昨1を土料ベコし-cJ主主 E〆なさしミと

『よわねばならぬとはまことに

変な解決法だと(s.ICじるい し

ょう Lナんめしイ動くことはfJ:.し冶

ことか:ll~ l 'ことiJ、合上らなくな

る f主いことは:!tし、こと vご、

:ff~ lミことは1'[し、こと fごとし、う

逆説7うままかり j逼るような日手lt
になったので根本閉本とか解

決不能の問題とか弓われるの

だろう Aまことにうっとうし

し、話だカ叶毎雨もあけたことだ

しカラソと会1ラ云を事云拐さしー亡、

お 1(-の 町 長 浜 の あらゆる問題

を侍ltiJと-?-る J;'i去を考えてみよ

うではなし、か。

広報ながはま

ゑ
努
ザ
/

長
選
鼻

ゑ
後
努

お
国
誕
生
お
め
で
と
う
グ

長沖須-l:¥t':イ主

引
年

5
月
届
出
分

所

保

護

者

氏

名

続

柄

桔

一

治

地

洋

一

三

回

刀

沢

淳

井

実

雄

長

男

浦

上

回

陪

賓

長

久

浜

松

条

秀

明

一

一

女

Ift-( ~立1 立宇f千 L宅
美 生 地 軸 名

達由有

也事ij香

鰯
一
編
集
後
記
鰯

海
の
シ
ー
ズ
ン
到
米
で
す
。
建
設
省

で
は
七
月
を
河
川
愛
護
月
間
と
し
て
川

を
美
し
く
、
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
川

の
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
川
に
「
ゴ

ミ
」
な
ど
を
捨
て
な
い
よ
う
広
達
の
財

産
で
あ
る
郷
土
の
川
を
一
人
ひ
と
り
が

守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
待
望

の
夏
休
み
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
貴
重
な

時
間
を
計
画
的
に
、
そ
し
て
普
段
で
き

な
い
こ
と
を
思
い
つ
き
り
有
効
に
過
ご

し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
精
神
的
に
弱

い
最
近
の
千
供
た
ち
。
二
十
一
世
紀
を

背
負
っ
て
ひ
っ
た
く
ま
し
い
精
神
力
を

養
っ
て
、
明
日
の
長
浜
町
を
担
っ
て
欲

し
い
も
の
で
す
。
夏
パ
テ
し
な
い
よ
う

頑

張

り

ま

し

ょ

う

。

(

お

)

数

人口をふやしましょう

6月1日現在 前月との比較

12，060人 20人減

人 口 (男 5.67以)
女 6司381人 10人減

世帯数 3，832世帯 4世帯減

帯世口人


